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事業の成果

墨田区におけるアクセシビリティ向上を目指した、
障がいのある子どもたちと興行施設事業者のための
実地調査・研修会

　助成事業の概要

本事業は、映画館や水族館、プラネタリウム
などの興行施設の利用にハードルを感じている障
がいのある子どもや医療的ケア児とその家族が、
安心して利用できる環境を提供することを目的に
実施。加えて、興行施設における実地調査と、そ
の結果を振り返る研修会（振り返り対話会）を行
うことで、事業者が「合理的配慮の提供」にどう
対応すればよいのか考える場を設定した。
【実施内容】
  1. 実地調査（年間 4回）
• 2024 年 6 月：映画館（TOHO シネマズ錦
糸町）で貸切上映
• 2024 年 7月：プラネタリウム（コニカミノ
ルタプラネタリウム天空）で貸切上映
• 2024 年 10 月：映画館（TOHO シネマズ錦
糸町）で改善後の上映
• 2025 年 3月：水族館（すみだ水族館）で貸
切＋自由鑑賞

   2. 研修会（年間 2回）
実地調査・参加者アンケートの結果を踏まえ、
事業者と研修会を実施。合理的配慮の具体策
について議論し、事業者の対応力向上を目指
した。
• 2024 年 8月：映画館の課題と対策
• 2024 年 8月：プラネタリウムの課題と対策

本事業では、障がいのある子どもや医療的ケ

アが必要な子どもとその家族を対象に、映画館、
プラネタリウム、水族館といった興行施設での「イ
ンクルーシブな場づくり」を実現しました。以下
の計 4 回のイベントを開催し、合計 144 組 471
名の参加がありました。
1. 2024 年 6 月 16 日：AYA インクルーシブ映
画上映会 in 錦糸町（TOHOシネマズ錦糸町）

    参加者：32組 101名、上映作品：『映画ドラ
          えもん のび太の地球交響楽』
2.  2024 年 7月 13日：AYAインクルーシブ
    プラネタリウム作品上映会（コニカミノルタ
    プラネタリウム天空）
    参加者：58組 191名、上映作品：「こぐま座
          のティオ」
3. 2024 年 10月 6日：AYAインクルーシブ映
    画上映会 in 錦糸町（TOHOシネマズ錦糸町）
    参加者：31組 109名、上映作品：『映画クレ
          ヨンしんちゃん オラたちの恐竜日記』
4. 2025 年 3月 1日：AYA すみだ水族館へ行こ
    う！（すみだ水族館）
     参加者：23組 70名、開館前 30分の貸切イ
           ベント
最大の成果は、通常では利用が難しい興行施

設、特に暗い空間で静かに過ごすことが求められ
る空間において、声を発しても医療機器の音がし
ても皆が「お互い様」の気持ちで安心して楽しめ
る環境を提供できたことです。参加者からは「一
生叶わないと思っていた夢が叶った」「家族で初
めて映画館に行けた」といった声が多数寄せられ
ました。
施設側からも「声を出しても音を出してもい

い場の提供は初めてであり新鮮だった」「スタッフ
にとっても大きな学びになった」との評価があり、
通常営業での「音」への配慮や、障がいのあるお客
様への物理的・心理的ハードルがあることも明らか
になりました。
本事業は参加者の社会参加への自信創出にも貢献

し、「他の外出にも挑戦してみようと思えた」とい
う声に代表されるように、家族の行動範囲拡大や社
会参加促進につながりました。また、医療的ケア児
との交流機会を通じて、子どもたちの多様性理解や
思いやりの心を育む教育的効果も生まれました。

　 成果の広報・公表

• 当 NPO 法人のホームページにて写真や参加者
の感想含めて各イベントの内容を掲載。合わせ
て SNS（Facebook、Instagram、X）でも展
開した。
• AYA インクルーシブ映画上映会 in 錦糸町
（2024 年 6 月 16 日）のイベントは、東都よ
みうり新聞の取材を受け、2024 年 7 月 5 日
号にて掲載された
• 株式会社東京楽天地様のホームページにて、サ
ステナビリティへの取組みの一つとして AYA
インクルーシブ映画上映会が掲載された

　 今後の展開

本事業の成果は、障がいのある子どもたちの社会
参加を一層促進するための重要な一歩となりまし
た。また、彼らとその家族が社会の一員として当た
り前に文化活動を楽しめる社会の実現に向けても大
きな一歩になったと考えます。
一方で 2024 年 4 月より、事業者に対して合理

的配慮の提供が義務付けられたとはいえ、事業者側
もまだ準備・対応に苦慮していることが分かりまし
た。今後は、本事業で協力いただいた興行施設と継

続的に対話を重ねながら、より良い取り組みや仕組
みを共に検討し、実現できるようにしていきたいと
考えています。同時に、映画館・プラネタリウム・
水族館に限らず、他業種の施設とも協働しながらイ
ンクルーシブな環境整備の輪を広げていくことも視
野に入れて活動していきたいと思います。
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